
 

 

 

 

自分（たち）だけが生活しているわけではないのです 
５月 21 日（火）の山形新聞の次のような投稿をご覧になりましたか？ 

 「大勢の方が集まる場所、公共の場所では公序良俗をわきまえた行動を

心がけてほしい」というご意見です。（※「公序」＝公共の秩序、「良俗」

＝よい風俗・習慣【岩波国語辞典第三版】） 

 以前、東京に行ったときのことを思い起こしました。 

 美術館や博物館を訪れたとき、大人はもちろん子どもも周囲に気を使い

ながら鑑賞していたことに驚かされました。 

電車で移動する際にも、スマホでゲームや音楽をしている人、読書して

いる人、隣の人とおしゃべりしている人…、乗車している全ての人が、周

囲に迷惑をかけないように気を使っていることがうかがえました。 

 常に、「自分だけでない、他人がいる」ことを意識した行動が自然と身に

付いていることに感心して帰ってきたところです。 

 尾花沢市はどうでしょうか？ 

 昨年度から、悠美館の喫茶コー

ナーが、放課後の小中生の居場所

になっていること

は、昨年度の教育

委員会通信 53 号（12 月 11 日）でも紹介しました。宿題

に取り組んだり、ゲームをしたり、思い思いに時間を過ごし

ています。当初は、大きな声を出す場面がしばしばありまし

たが、最近は周囲を気にして、控えめな声の大きさで話をし

ている様子が見られ、うれしく思っているところです。 

 一方、ある会議のときの大人の行動について気になるこ

とがありました。担当者が一生懸命説明しているときに、隣

の方とずっとおしゃべりする場面に出会わせたのです。う

るさくなければいいわけでもありません。また、ある学校の

合唱コンクールに行ったときのことです。子供たちが素晴らしい合唱を披露しているにもかか

わらず、スマホの操作に夢中になって最初から最後まで顔をあげなかった複数の保護者の方を

見てしまい、不快な思いを抱きました。 

大人が変われば子どもも変わる… 

 我々大人が、自分以外を意識し、時と場に応じて行

動する必要があるようです。 

 

令和６年７月 22 日 

※毎週月曜日発行予定です 

これまでの「輝け！お

ばねっ子」は上のQR

コードからご覧いただ

くことができます 
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喫茶コーナーの様子 


